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	⑥ 設問数・設問の内容：コース一覧表のとおり
	⑦ 評価人数：コース一覧表のとおり
	⑧ 評価期間：コース一覧表のとおり
	第５条（利用の申込と契約の成立）
	１　利用会社は、弊社ウェブページ（www.cras-crss.jp/mdoc/tempRegister）の所定の申込画面に入力することにより申し込みます。
	２　利用会社が弊社ウェブページで、クレジットカードによる決済手続きを行います。利用可能な支払回数は１回のみとし、料金を一括でお支払い頂きます。お客様の控えの発送は致しません。
	３　クレジットカード会社により認証を受けられた時点で、契約（以下、「利用契約」といいます。）が成立するものとします。
	４　弊社は、利用料金に変更があった場合にも、利用会社により既に支払われた利用代金を返却致しません。
	第６条（利用方法）
	１　利用会社は、決済時に管理者アカウント（ユーザーID、パスワード）を登録します。管理者は登録したアカウントでログイン後、評価者を登録します（デフォルトでは管理者も評価者として登録されます）。
	２　評価時には、評価用のURLが評価者に送付されますので、利用企業が指定した評価期間内に、利用会社の評価者は、本サービスを使用し、質問に全問回答します。所定の評価期間を過ぎた場合には、評価期間終了時までの評価者数・回答状況に基づく分析評価が行われることとなります。仮に、所定の評価者数による回答が間に合わなかった場合（仮に一人の回答もなされず診断が不可能であった場合も含む）にも、利用会社により既に支払われた利用代金は返却されません。
	３　所定の評価期間終了後、利用会社の管理担当者は、システムの所定のメニューから分析評価報告書（PDF）をダウンロードすることができます。分析評価報告書の送付をもって、弊社の利用契約に基づく義務の履行は完了したものとします。
	第７条（情報の取扱について）
	１　利用会社は、本サービス利用にあたり、弊社に提供した回答結果、利用会社にて設問の追加・編集を行った場合における設問、評価者にて入力・記載した対応内容等、利用会社が弊社に提供したデータの一切について、弊社が当該データまたはこれを含有した統計等を、利用会社の承諾なく、利用会社（利用会社の従業員その他関係者個人を含む。）を特定されない形態において、使用または第三者に開示することがあることを予め了解いたします。
	２　利用会社は、弊社において、本サービス提供にあたり利用会社から取得した個人情報を以下の場合に利用することがあることを予め了解します。
	① 本サービスの提供
	② 弊社で取り扱う商品・サービスに関する情報の提供及び提案
	③ 弊社で取り扱う商品・サービスの企画及び利用等の調査に関するお願い、連絡、回答
	④ 代金の請求、回収、支払等の事務処理
	⑤ その他一般事務の連絡、問い合わせ、回答
	⑥ 以下の理由で第三者に情報の開示が必要な場合
	・法令の定めによる場合
	・利用会社およびまたは公衆の生命・健康・財産等の重大な利益を保護するために必要な場合
	・限定された特定の業務（サーバー運用の委託、サービス提供元への通知、ドメイン情報の登録等サービスの運営に不可欠な業務）で開示提供する場合
	・債務の特定、支払、回収に必要な場合で、クレジット会社等の金融機関に開示・提供する場合
	・予め利用会社から第三者に開示・提供をすることに同意を得ている場合
	３　利用会社は、弊社が、利用会社の承諾を得ることなく、サーバーの故障・停止時の復旧の便宜等に備えて、利用会社にて登録・送付したデータのコピーを保管することがあることを予め承諾します。
	４　利用会社は、弊社が、利用会社の承諾を得ることなく、利用会社担当者等からの問い合わせ内容を電話録音することがあることを予め承諾します。
	第８条（問い合わせ）
	１　利用会社の弊社に対する問い合わせは、所定の問い合わせ時間に、利用会社の管理担当者を通じて所定のメールにて行うものとします。弊社は、評価者からの直接の問い合せには、回答致しません。
	２　弊社は、本サービスで使用している弊社システムを実現するための技術的ノウハウ、リスク項目の内容・分類、リスク項目の分析・統計手法、他の利用企業に関する事項、その他弊社の企業機密に該当する問い合わせには、回答致しません。
	第９条（利用会社の管理責任）
	１　利用会社は、本サービスに関連して、システムに登録した評価者情報（部課名など）、ユーザーID・パスワード等のセキュリティ手段（以下まとめて「パスワード等」といいます）を自己の責任において管理するものとします。
	２　パスワード等の使用上の誤りまたは第三者による不正使用の損害が発生しても、弊社は一切責任を負いません。
	３　利用会社は、パスワード等の盗難または不正使用が行われた場合、ただちにその旨を弊社に連絡するものとし、弊社から指示があるときは、それに従うものとします。
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